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研究成果の概要（和文）：　本研究により、①自閉症児者の家族は、自閉症があると社会適応が困難で支援体制が不十
分と捉えていること、②障害者支援施設の生活支援員は、自閉症児者の状態に応じた支援が必要と認識していること、
③発達障害者支援センターの相談支援者は、自閉症児者の状況把握の困難さ、障害の特性、適応行為の困難さを問題視
していること、④地域の支援者は、自閉症児者に対する自立生活と余暇生活に対する支援を重視していること、以上が
明らかになった。これらのことは、青年期・成人期の自閉症者に対する地域包括支援を行う上で重視すべき視点と考察
した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to consider some important viewpoints to raise the qu
ality of life about the person with autism. Their families recognize the adaptive difficulty in the person
 with autism and a shortage of the support for them in the community. Members of life support demand some 
support for the obstacle in the community. Consultation supporters in the community recognize next things.
 Autistic people have a unique obstacle characteristic in relations and the action with people. It is impo
rtant for the person with autism to take care of their life and to do the support for the leisure activity
. In conclusion, these viewpoints and recognition are important to carry out the support for the person wi
th autism in the community.
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１．研究開始当初の背景 
日本では 1981 年に自閉症者施設が開

設されたが、知的障害者福祉制度を活用

したもので、自閉症に対する独自の枠組

みで制度化されたものではなかった。ま

た、障害者自立支援法（現在、障害者総

合支援法）では、障害者がその能力や適

性に応じた自立した日常生活・社会生活

を営めるように支援することを目的とし

ているが、自閉症という独特な状態像を

示す障害には対応できていない状況があ

る。 

自閉症者の対人関係の障害は持続し、

社会適応上の大きな阻害要因となってい

る（Rutter & Schopler1987）。また、自

閉症の相談機関において、家族や支援者

からこだわり、パニックなどの行動障害

への対応が困難との相談が多い(石井

2006)。  

このため、これまでの研究では、自閉

症者は社会適応に重篤な困難さがあり、

青年期や成人期に達しても、そのほとん

どのケースが地域社会で自立した生活を

営むことが困難とされている。しかしな

がら、地域社会で、自閉症者の日常生活

や社会生活を包括的に支援するための方

策を見出すことを意図した研究が少ない

現状がある。 

 

２．研究の目的 

自閉症者には対人、行動、言語に関す

る独特な障害があることで、障害特性に

対する周囲の理解が得られない。このた

め、青年期や成人期になっても地域社会

で自立した生活を送ることに困難さがあ

り、障害者支援施設に入所することが少

なくない。 

現在、わが国では、障害者の地域社会

への移行が進められているため、地域社

会における自閉症者に対する包括的な支

援の充実を図ることが求められる。した

がって、自閉症者の日常生活や社会生活

の質を高めることを目標とした地域包括

支援の進展を目指す方策を案出する必要

がある。そのためには、自閉症者の日常

生活や社会生活の質を高めることを目標

とした地域包括支援の進展を目指すため

の視点を明確にすることが不可欠である。 

これらのことから、本研究の目的は、

自閉症者の日常生活や社会生活の質を高

めることを目標とした地域包括支援の進

展を目指すために必要な視点を見出すこ

ととする。 
 
３．研究の方法 
自閉症者の家族が必要としている支援

内容、発達障害者支援センター等の機関

における青年期・成人期の自閉症者の生

活支援に関する認識や取り組みの現状と

課題について検討する。なお、研究方法

は自閉症の家族や支援者に対する質問紙

調査を中心とし、面接による調査も行う。

得られた知見を踏まえて、自閉症者の日

常生活や社会生活の質を高めることを目

標とした地域包括支援の進展を目指すた

めに必要な視点を見出す。 
 
４．研究成果 
○平成 23 年度研究実績の概要 

平成 23 年度は、①自閉症者の家族が必

要としている支援内容、②障害者支援施

設の支援者における自閉症者の状態に対

する認識、及び生活支援や療育方法の現

状、について研究を行った。 

①については、アンケート調査（自閉

症児者の家族 274 名からの有効回答があ

った）によって、家族における自閉症児

者の状態、接し方、学校や福祉施設等社

会的支援に対する認識、②については、

アンケート（障害者支援施設に所属して

いる生活支援員 301 名からの有効回答が



あった）と面接による調査によって、生

活支援員における自閉症者のコミュニケ

ーション、生活、外出時に関する状況に

対する捉え方、及び自閉症者に対する生

活支援に必要な地域の社会資源、ＱＯＬ

（生活の質）向上のために必要な取り組

みに対する認識を検討した。 

このことから、①家族は自閉症者のコ

ミュニケーションや社会適応が困難なこ

と、及び学校や福祉施設等による支援が

障害特性に対応できていないこと、②生

活支援員は自閉症者のコミュニケーショ

ン、日常生活、外出等において状態に応

じた支援を必要と捉えていること、等が

明らかとなった。したがって、これらの

知見を基にして、地域社会で自閉症者の

家族が必要としている在宅や福祉施設に

おける日常生活や社会生活等の生活支援

（就労支援も含む）のあり方を考察する

ことが不可欠と考えた。 

   

○平成 24 年度研究実績の概要 

 平成 24 年度は、自閉症者の日常生活や

社会生活の質を高めることを目標とした

地域包括支援の進展を目指す方策を案出

することを目的として研究を行った。 

①地域における青年期・成人期の自閉

症者に対する支援の現状の明確化、②地

域社会における青年期・成人期の自閉症

者に対する支援の方向性の明確化、以上

のことを目標に研究を行った。①につい

ては、アンケート調査（発達障害者支援

センターの職員 141 名からの有効回答が

あった）及び発達障害者支援センター5

か所での職員に対する面接による調査・

情報収集によって、青年期・成人期の自

閉症者の社会的支援とネットワークに関

する認識について検討した。このことか

ら得られた知見を基に、②地域社会にお

ける青年期・成人期の自閉症者に対する

支援の方向性について考察した。 

その結果、発達障害者支援センターの

職員は自閉症児者の状態を広く捉えてい

ること、自閉症児者の状態を状況把握の

困難さ、障害の特性、適応行為の困難さ

に関する視点から見ていること、及び意

思疎通と適応行動の難しさに関心を向け

ていること等が明らかとなった。これら

の自閉症の状態に対する支援者の認識か

ら、地域社会で自閉症者の生活を支援す

るうえで、人間関係を通して発達を促し

たり行動を発展させたりするように広く

配慮することが不可欠と考えた。 

 

○平成 25 年度研究実績の概要 

①地域社会における青年期・成人期の自

閉症者に対する支援の方向性の明確化 

地域において、自閉症者の療育支援を

行っている障害者支援施設の生活支援員、

及び発達障害者支援センター、障害者支

援施設、児童発達支援センター、特別支

援学校、児童館等の地域において自閉症

を支援している機関の支援者における、

自閉症児者の障害特性に対する捉え方を

調査し検討した。 

自閉症者の支援を行っている障害者支

援施設の生活支援員を対象として、自閉

症児者の障害特性に対して意識する度合

いを問う、独自の質問を記載した質問紙

票によるアンケート調査（障害者支援施

設の生活支援員 393 人名からの有効回答

があった）、及び発達障害者支援センター、

障害者支援施設、児童発達支援センター、

特別支援学校、児童館等の地域において

自閉症を支援している機関の支援者に対

する面接調査を行った。 

その結果、地域の自閉症の支援者は、

自閉症児者の障害特性に関することを全

般的に捉えようとしていること、その際

「表現することの難しさ」、「理解するこ



との難しさ」、「コミュニケーションの難

しさ」の視点があり、この順に関心を向

けていることが明らかとなった。このこ

とは、地域社会において青年期・成人期

の自閉症者に対して支援する際に、配慮

されるべき留意点と考察された。 

 

②地域社会における青年期・成人期の自

閉症者に対する地域包括支援を目指す方

策の明確化 

地域において、自閉症者の療育支援を

行っている障害者支援施設の生活支援員、

及び発達障害者支援センター、障害者支

援施設、児童発達支援センター、特別支

援学校、児童館等の地域において自閉症

を支援している機関の支援者における、

自閉症児者への支援の場に対する認識を

調査し検討した。 

自閉症者の支援を行っている障害者支

援施設の生活支援員を対象として、自閉

症児者の支援の場に対して意識する度合

いを問う、独自の質問を記載した質問紙

票によるアンケート調査、及び発達障害

者支援センター、障害者支援施設、児童

発達支援センター、特別支援学校、児童

館等 10 か所の地域の自閉症に関連する

機関の支援者に対する支援の場に関する

面接調査を行った。 

その結果、地域の自閉症の支援者は、

自閉症児者の障害特性に関することを全

般的に捉えようとしていること、その際

「自立生活に関する支援」、「余暇生活に

関する支援」の視点があり、この順に重

視する傾向があることが明らかになった。

このため、地域社会における青年期・成

人期の自閉症者に対する地域包括支援を

行う上で、まず「自立生活に関する支援」、

次に「余暇生活に関する支援」が重要と

考察された。 

 

○まとめ 

自閉症者の日常生活や社会生活の質を

高めることを目標に、地域包括支援の進

展を目指す方策を案出することを目的と

した調査による研究をした。 

平成 23 年度は、①家族は自閉症者のコ

ミュニケーションや社会適応が困難なこ

と、及び学校や福祉施設等による支援が

障害特性に対応できていないこと、②生

活支援員は自閉症者のコミュニケーショ

ン、日常生活、外出等において状態に応

じた支援を必要と捉えていることが考察

された。 

平成 24 年度は、発達障害者支援センタ

ーの職員は自閉症児者の状態を広く捉え

ていること、自閉症児者の状態を状況把

握の困難さ、障害の特性、適応行為の困

難さに関する視点から見ていること、及

び意思疎通と適応行動の難しさに関心を

向けていること等が明らかとなった。こ

のため、地域社会で自閉症者の生活を支

援するうえで、人間関係を通して発達を

促したり行動を発展させたりするように

広く配慮する必要性が示唆された。 

平成 25 年度は、地域の自閉症の支援者

は、①自閉症児者の障害特性について全

般的に捉えようとしていること、その際

「表現することの難しさ」、「理解するこ

との難しさ」、「コミュニケーションの難

しさ」の視点があり、この順に関心を向

けていること、及び②自閉症児者の支援

の場について、全般的に捉えようとして

いること、その際「自立生活に関する支

援」、「余暇生活に関する支援」の視点が

あり、この順に重視する傾向があること

示された。これらは、地域社会における

青年期・成人期の自閉症者に対する地域

包括支援を行う上で重視すべきと考察し

た。 

以上、本研究において地域社会におけ



る青年期・成人期の自閉症者に対する支

援の視点と方向性を明らかにした。 
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